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交通安全施設における喫緊の課題

超⾼齢化社会の到来による⾼齢ドライバー
の更なる増加

⾃動⾞の進化に対する道路インフラの
維持メンテナンス

課題 1

課題 2



本年、道交法が改正され⾼齢運転者に対応した「安全サ
ポート⾞等限定条件付免許」が導⼊されました。

交通⼿段としての⾃動⾞の進化が、⾼齢者の運転能⼒
を補完し安⼼安全な交通環境の整備を図ろうとするもの
と推察されます。

u超⾼齢化社会の到来による⾼齢ドライバーの更なる増加



⾼齢運転者の移動範囲と事故要因の特徴
⽣活の脚として主に病院、買い物など⽣活圏内の移動
⽣活道路の安全対策の重要性
⾃動⾞の安全装備と道路インフラの整備による相乗効果



高齢運転者の特徴

視界が狭く下向きのため
周辺視野の情報に⾒落と

しが⽣じる

感覚情報を⾏動につな
ぐ機敏性が低下

視野がカスミ視界内の
存在情報が掴みにくい

周辺視野の認識が希薄になりやすいので、運転時の中⼼視界
になる路⾯から運転情報を提供する。

路⾯に視界の柱（視界集中ライン）を設け⾒落としや、漫然
性を防ぐ。(路⾯標⽰の強調、⾒易さ)

突発性や状況の急転など、不安感が⽣じないよう予測情報を
厚くする。(対策距離の延⻑を勘案)

危険箇所では、強い⼼理的圧迫感を与えることで、緊張感を
⽣じさせる。(⾚⾊など⾊彩による緊張感の喚起)

補助機能としての対応方針

緊張感の持続が困難

⾼齢運転者の特徴と対応⽅針



⽣活道路の安全対策としては、カラー標⽰による対策の
有効性が⾼く継続的に整備を進めるべき

カラー標⽰による交差点
注意喚起

カラー標⽰による
⼀時停⽌の強調

通学路における路肩の
カラー化

通学路における横断歩道
への注意喚起



カラー標⽰安全対策事例集の取り纏め

⾊の選択・設置幅など現在様々な対策パターン

より解かりやすく費⽤対効果の⾼い対策の提案
安全対策事例集などの取り纏め

⼤学などの研究機関が有効性を検証



交通安全施設における喫緊の課題

超⾼齢化社会の到来による⾼齢ドライバー
の更なる増加

⾃動⾞の進化に対する道路インフラの
維持メンテナンス

課題 1

課題 2



運転者に対する「⾞線維持機能」⼼理的効果
u⾃動⾞の進化に対する道路インフラの維持メンテナンス



⾞線維持⽀援システム(LKAS)と路⾯標⽰の課題



愛知県における区画線の整備状況
令和4年度(⼀社)愛知県道路標識・標⽰業協会「⽼朽化した安全施設及び危険箇所の調査」より

過去5年間
道路ストックは
年間補修量の約4倍

区画線整備への
社会的要求の
⾼まり

厳しい予算環境の中
整備率向上に最⼤限
のご努⼒に期待



u区画線整備促進の必要性

安全の物理的デバイス

⾞の性能が発揮できない

安⼼・安全な街づくり

区画線整備の促進



・従来の現状把握の⽅法

・AIを活⽤した剥離度評価システム

・三重⼤学の取り組み

区画線の現状把握の課題と取り組み



従来の現状把握の⽅法

2⼈1組で各路線を⾛⾏し地図上にランク
1〜2に該当する箇所をマーキング

該当箇所にて写真撮影
交通規制
ウォーキングメジャー等で距離を計測

調査データの取り纏め
各シートに⼊⼒
写真整理
箇所図作成膨⼤な時間×⼈件費



AIを活⽤した剥離度評価の紹介



三重⼤学の取り組み例
三重県県⼟整備部、三重県警察本部と連携した取り組み



超⾼齢化社会の到来と⾼齢ドライバーの交通事故リスク

既存の対策の有効性の検証と更に費⽤対効果の⾼い対策提案

⾃動運転に対応した区画線整備の必要性

⾃動⾞の安全装備と道路安全施設の相乗効果

おわりに

国からの財政⽀援に期待



ご清聴ありがとうございました。
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